
１　主題名
　　地域の連帯感　
内容項目　Ｂ   主として人との関わりに関すること
　　　　　６   思いやり、感謝
　　　　　Ｄ   主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること

　　　　　１９ 生命の尊さ
２　ねらいとする道徳的価値及び本教材を活用して育てたい力
人間は、互いに助け合い協力し合って生きている。この互いの助け合いや協力を根底で支えているのは、互いの感謝の心である。その意味で、感謝の心は、潤いのある人間関係を築く上で欠かすことのできない大切なものである。感謝の心とは、他の人が自分のことを大切に思ってくれていることに触れ、相手の行為をいわば心の贈り物としてありがたいと感じたときに起こる人間の自然な感情である。

東日本大震災直後から、被災地では中学生を含む多くの人々が、近隣自治体はもとより日本各地、世界各国からの支援を受けた。今なお、多くの人々が復旧・復興に向けて困難に立ち向かっている。本教材を活用し、自己と他者、自己と地域社会との絆、感謝して生きる心について生徒に深く考えさせる。
教材名　　「世界中の人に恩返ししたい」
　　　　　（「防災ノート～災害と安全～」中学校　東京都教育委員会）

３　教材の概要
　　本市では毎年度４月に「調布市防災教育の日」を定め、防災教育に関するさまざまな取組を行っている。
本校では、昨年度、東日本大震災発災時に宮城県石巻市立小学校に勤務されていた元校長先生、本年度は、
阪神淡路大震災発災時に兵庫県宝塚市立小学校に勤務されていた元教頭先生をお招きし、生徒、保護者、
地域の方を対象に「大地震などの災害に備え、今、私たちにできることを学ぶ」を演題に講演会を実施して
きた。さらに、全教科、領域で年間を通して安全教育の視点での指導を意図的に行ってきた。本時では、
それら教育活動を通して身に付けられたり、鍛えられたりした見方・考え方を働かせながら、ねらいとする
道徳的価値が生徒たちに確実に定着するよう工夫している。
教材は、東京都教育委員会発行の防災教育教材「防災ノート～災害と安全～」（中学校版　令和元年度）の生徒の作文「世界中の人に恩返したい」である。筆者は、宮城県名取市立閑上中学校２年（当時） 小齋可菜子さんである。原典は、文藝春秋社が平成23年８月に文藝春秋８月臨時増刊号として発行した「つなみ 被災地のこども80人の作文集より」である。「つなみ」に掲載されている小齋さんの作文は、 作文用紙に手書きで、消しゴムの跡や、用紙の折れ等が分かり、被災直後に書かれた実感が伝わってくる作文である。
４　安全に関する視点
新学習指導要領（平成２９年３月告示）の総則２－３には、「…特に学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導、安全に関する指導及び心身の健康の保持促進に関する指導については、保健体育科、技術・家庭科及び特別活動の時間もとより、各教科、道徳科及び総合的な学習の時間などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めること。また、それらの指導を通して、家庭や地域社会との連携を図りながら、日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を促し、生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮すること」という記述がある。本時の指導を行うに当たっては、将来、生徒が主体的に安全文化の啓発と地域の安全文化の構築のための担い手として活動するために必要な道徳性を養うことを中心としている。さらに、各教科、総合的な学習の時間や特別活動のおける安全に関する指導との関連も十分考慮した指導計画となっている。
５　本時の展開
（１）ねらい
調布市防災教育の日の講演会での学びや各教科における自然災害に関する学習を基にした見方・考え方を働かせながら、東日本大震災を経験した小齋可菜子さんの作文を読んで、多くの人々の善意や支えにより、日々の生活や現在の自分があることに感謝し、それに応えようとする心情を高める。
（２）展開
	
	学習活動・学習内容
	支援・留意点

	導
入
	１　「３．１１」と板書し、「防災ノート」の４７、４８ページを見ながら知っていることを発表し合う。
２　「防災ノート」の５７ページを活用し、東日本大震災について確認する。


	· 被災地から転入している生徒がいる場合は、配慮する。

· 平成３１年３月１日現在のデータである。
· 地震そのものよりも、死者・行方不明者の９割が津波で亡くなった。５９ページの阪神・淡路大震災、６１ページの関東大震災と比較して理解を深める。

	展
開
	１　「世界中の人に恩返ししたい」を読む。
２　最も心に残ったことについて発表する。

３　小齋可菜子さんは、３月１１日の地震後の余震が続く中で、津波から避難するための準備をしたが、どんな気持ちだったか考える。
４　大切な友達等が亡くなった中で、可菜子さんの書いた「災害にあって本当に人の優しさが分かりました。これからも世界中の人に感謝して、いつか恩返ししたい」について、この言葉に託された可菜子さんの思いについて考え、話し合う。
５　話し合った内容について各班代表が発表する。
	・ 「世界中の人に恩返ししたい」を範読する。
· 感想については、自由に発言させる。

· 地震後の緊迫感については、本資料に加え映像資料を閖上中学校の映像を中心に電子黒板で写す。
・　まず、一人でじっくりと考えさせたい。その後、学習班で、意見の交換を行う。
· ワークシートを活用する。
· 発表については班の代表者が、意見の紹介、という形で行う。結論としてまとめさせない。

	終
末
	１　４６ページ、５８ページを活用し、震災直後や今なお、多くの人々が今も復興・復旧に向けて取り組んでいることを伝えながら、震災について自分たちが今、できることを考え書く。
２　教師の説話を行う。苦しいとき、弱っているときに、友人や同僚から親切にされたり、支援を受けたりした経験を説話として語る。
	· 一人一人がじっくりと考えることができるよう、時間を十分にとる。



第１学年　特別の教科　道徳　【災害安全】　　　　　　　　　　場所　１年Ｃ組教室


「世界中の人に恩返ししたい」　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　主任教諭　今津　光司　











